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論文内容の要旨

〔目的〕

従来より，聴覚伝導路系に含まれる神経伝達物質については不明な点が多い。しかし，最近私たち

は免疫組織化学的な研究により 晴乳類中枢の聴覚伝導路系はソマトスタチン (SRIF) 等のペプ

タイドを豊富に含むことを明らかにしてきた口本研究ではラット中枢の聴覚伝導路系における SRIF

の機能を明らかにするため，その陽性構造と線維連絡を免疫キH織化学的方法により実験形態学的に検

討した。

〔方法ならびに成績〕

実験動物としては，生後 7 日以内のウイスター系ラットを用い，それらを 2 グループに分けた。 1

グループのラットは 聴覚伝導路系にむける SRIFの分布を見るため また他のグループのラットは，

種々のレベルで切断実験を行い蛸牛神経核の SRIFの上行路と投射野を明らかにするために供した。

いずれのラットもネンブタール麻酔下で開胸し，左心室より生食で脱血後， Zamboni固定液にて濯流

し， さらに 6 時間後固定を行った。後固定後30% Sucrose を含むリン酸緩衝液にて 12時間浸漬の後

10μ の凍結切片を作成し，さらに抗 SRIF血清を用いて Coons らの間接蛍光抗体法を施行した。抗

SRIF血清は日本抗体研究所より供されたものを使用したが その特異性については吸収試験や radi-

oimmunoassay により+食言すした。

1 )コントロール実験

抗 SRIF血清にて染色される構造は，過量の SRIF (80μ g/me) にて吸収した抗 SRIF血清を用いた

反応では認められなかった。このことは，抗 SRIF血清にて染色される構造物が特異的なものである
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と考えられる。又， radioimmunoassay にでも抗 SRIF血清の特異性について検討してみると，他の

ペプタイドとの cross reactions は 0.01 %以下であった。

2 )聴覚伝導路系における SRIFの分布

SRIF陽性細胞は，背側及び腹側踊牛神経核や IJ左側外側毛帯核に著明に認められ，下丘や大脳皮質

の聴覚野にも多数認められた。また上オリーブ複合体にもわずかに SRIF陽性細胞を認めた。 一方

SRIF 陽性線維は，外側毛帯や下丘に著明に認め，内側膝状体や大脳皮質の聴覚里子や背fHlJ及び腹側蛸

牛神経核などには多少認められた。そしてこれらの聴覚伝導路系における SRIF 陽性構造は，個体発

生学的に検討してみると，胎生早期より認められ周生期に peak となり，その後次第に減弱し成熟期に

はほとんど認、められなくなった。

3 )切断実験

下位脳幹の種々のレベルで矢状断や水平断を施行し，背fHlJ及び腹側附牛神経核に認められる著明なS

RIF陽性細胞の線維連絡を検討した。背i\\IJ及び版側附午神経核のすぐ内側で矢状断すると，いずれも切

断部位の外側に SRIF陽性線維の accumulationが認められ，それらは 1 'f ill， IJ 及びIJ担側蛸午神経械の SRIF

陽性細胞まで追跡することができた。そして，それらの核内の SRIF陽性線維は著町j に憎加した。一

方，切断部位の内側には SRIF陽性線維の accumulation は IiZめられなかった。そして反対側の外側毛

併や下丘の SRIF陽性線維は有怠に減少した。さらに，背i!!lJ 及び1]左側IJ附午神経核を出た SRIF 陽'1"1:線

維の走行を明らかにするため台形体肢のレベルでの欠状断や，外側毛，i;?のレベルで、の矢状|析や本平断

を施行した。台形体核のレベルでの矢:1犬 l析では，切断古15位の両側に SRIF陽性線維の accumulation が

認められた。外側の accumulation は，背イHlJ及び版{則自両午神経核まで追跡することができ，これらはそれ

ぞれ聴覚伝導路の dorsal acoustic stria や ventral acoustic stria と呼ばれるものに相当すると考

えられた。 チ'i， 外側毛帯のレベルでの矢状l析では，切断出{立の内fWJ に SRIF陽性線維の accumulat

IOn が認められ，また水平|析では，切断部位の IJ反側に accumula tion が，;忍められた。そしていずれも術

側の下丘の SRIF陽性線維は有意に減少した。

〔総括〕

1 .晴乳類中枢の聴覚伝導路系にむいて SRIF陽性細胞を免疫組織化三:(1'] に初めて i証明し， さらにそ

れらの線維連絡の一部を解明した口すなわち背側IJ 及びIJ~側蛸牛神経核の著明な SRIF 陽性細胞は，

t に dorsal acoustic stria や ventral acoustic stria等の聴覚伝革路を通って反対側の外側毛帯

を f-.行し下丘に至るというものである。

2. 聴覚伝導路系の SRIF陽性構造は個体発生学的にみると，胎生 '1'抑!より出現し周生期に peak とな

り，その後成長と共に減少し成熟期jにはその免疫活'I't は激減した。

3. 以上の 1 ， 2 の結果より SRIFは聴覚伝導路系において神経伝達様物質として機能しているとい

うよりは，むしろ聴覚機能の発現になんらかの関与をしていることが示唆される口
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論文の審査結果の要旨

本論文は，中枢の聴覚伝導路系において 免疫組織化学的に初めてソマトスタチン陽性構造を明ら

かにし，さらにその上行路と投射野を決定し かっ個体発生学的検討をして 聴覚機能発現へのソマ

トスタチンの関与を示唆したものである。これは，今後のソマトスタチンの中枢における機能解明の

一助となるものと考えられる。
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